
 

 

第 937回例会 2017年 5 月 9 日 

   
 
司  会       中澤 信敏君 
開会点鐘       西澤 文登君 
斉  唱  「それでこそロータリー」 
 
慶  祝 
 
 
 
 
 
 誕生日祝 
    肥田野秀知君  田中 栄一君 

結婚記念日祝 
    山﨑 博太君  北村 久文君 
 
委員会報告 
 
 
 
 
 ・広報情報委員会代読 中沢利樹男君 
  「ロータリーの友」紹介 
プログラム   
 ・入会式       大久保昌宏君 
 ・２０周年記念講演会概要説明 
  副実行委員長    柄澤  堯君   

 

 
 
藤本善右衛門と青白（せいはく）    

西澤文登君 

 今日から鹿志村君の後
任、大久保君に入会して
いただきました。31 歳で
いらっしゃるそうで、若

い力でバリバリ活動していただきたいと
思います。 
 ゴールデンウィークは皆様いかがお過ご
しでしたでしょうか。私は、今年は何も予
定が無く、毎日ひたすら家庭菜園の土づく
りでした。歳を取るということはこういう
ことなのでしょうね。農作業の合間に録り
ためていた VTR を観ました。歴史が好きで
すので、UCV さんが放送してくれるその類
の講演会などを録画してあるのです。何本
か観たのですが、あらためて認識したこと
がいくつもありました。その中から感動し
たことを１つお話ししたいと思います。 
 それは新津新生先生の「素晴らしかった
蚕糸王国長野県」という講演でした。明治
から昭和にかけて信州の経済を支えたのは、
皆様既にご高尚の通り蚕糸業です。その中
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には笠原工業さんやシナノケンシさんのよ
うな製糸業もありますが、こと上田小県に
於いては蚕種業と養蚕業も大きく貢献しま
した。特に蚕種業者は経済面だけでなく、
豊富な財力を地域文化の向上に注いだ例が
多く見られます。個人的な趣味の追及が結
果的に文化の向上につながったというもの
もありますが、先日お話しした自由画教育
や自由大学の運営などは意図的に地域文化、
ひいては国民の文化水準の向上に注がれた
ものでした。 
 上田小県の蚕種業、特に塩尻地区の蚕種
は世界でも評価が高く、この地に莫大な富
をもたらしました。良質な桑が生産できる
という地の利ももちろんありましたが、有
能な人材を数多く輩出したということがそ
の原動力です。塩尻の蚕種業者は常に工夫
を怠らず、新しい情報を感知し適切に対応
しました。発明家が何人も存在しました。
私が感心するのは、新発明をしてもそれを
自分一人だけのものにするのではなく、惜
しげもなく他の業者に伝えていたというこ
とです。塩尻の蚕種業者の方々の懐の深さ
と広い心持ちには本当に頭が下がります。 
 幕末から明治にかけて業界に君臨した
「青白 （せいはく）」という蚕種があります。
開発したのは藤本善右衛門という人です。
善右衛門は襲名でしたから正確には善右衛
門保右（やすすけ）と善右衛門縄葛（つな
ね）の親子 2 代で開発しました。1827 年
（文政 10 年）のことだそうです。小布施の
蚕種業者から出た蚕種で、山梨県で黄色の
繭ができたと苦情があったそうです。「又昔
（またむかし）」という蚕種の雌に野蚕の雄
が交尾してできたのだそうです。これを聞

きつけた保右はわざわざ現地に行き、その
黄色の繭をもらって来て蚕種を作りました。
そこから出来た糸はとても強いものだった
そうです。これをヒントに保右は野蚕の繭
を集め、その雄蛾と又昔の雌蛾を掛け合わ
せ、作った蚕種が青白でした。一代交雑種
というのだそうですが、異種の掛け合わせ
は両者の長所だけ受け継ぐということがあ
るのだそうです。青白は天保時代の冷害に
も強く、折から微粒子病で打撃を受けてい
たイタリア、フランスの業者に高く買われ、
一躍横浜の花形となりました。当時普通の
産卵紙 100 枚で 30 両だったそうですが、
青白の産卵紙は 400 両で取引されたという
ことです。米１石が４両の時代です。1870
年（明治３年）に上田小県の産卵紙は全国
の 45％、62 万７千枚輸出されています。
なんと 62 万７千石分の米に相当する売り
上げを蚕種の輸出で挙げていたということ
になります。ちなみに上田藩は５万３千石
です。 

藤本善右衛門は青白を独り占めせずに他
の業者に広めて行ったというのです。私は
これを知り、とてもうれしい気持ちになり
ました。他にもいくつかありますが、機会
があったら紹介したいと思います。 

 
 
 
 

松澤 一志君 
1. ＲＩより 
 ・5 月ロータリーレート １＄=110 円 
 ・ 「青少年奉仕月間」リソースのご案内 
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2. 地区事務所より 
  ・ロータリー財団ニュース ５月号 
3. タツノ様より 
  ・新社屋でのセミナー等ご案内 
4.  上田保健福祉事務所様より 
  ・献血バス運行予定 
5. コンピュータエンゼルス様より 
  ・事務局システムのご案内 
恵送 
1. 東御 RC 様・・・会報  
全会員配布物 
1. 当クラブ会報 第 936 号 
2. 月信 ５月号 
3. ロータリーの友 5 月号 
4. 冊子  「真田坂」上田東 RC 増田様より 
その他 
1. 次週例会後、新旧合同理事会です。 

 

 
 
 
 

生川 秀樹君 

 ベース 欠席 メイク 出 席 率 
本 日 22 3 - 86.36％ 
前々回 20 4 1 85.00% 

 
西澤文登君 大久保さん、ようこそわがク

ラブに！！若い力で活躍され
る事を期待いたします。 

松澤一志君 大久保昌宏さん、入会おめで
とうございます。 
今後よろしくお願いします。 

山崎芳雄君 大久保さん、入会ありがとう
ございます。今後共よろしく
お願いします。 

中澤信敏君 大久保様ようこそ。 
今後もよろしくお願いします。 

杉山 裕君 大久保昌宏様心から歓迎しま
す。 

中沢利樹男君 大久保さん、ようこそ。 
これからよろしくお願いいた
します。 

田中栄一君 大久保様、入会おめでとう、
今後よろしくお願いします。 

生川秀樹君 大久保さん、これからよろし
くお願いします。 

宮原宏一君 大久保さん、入会おめでとう
ございます。 

宮澤広一君 大久保さん、ようこそ！ 

水野泰雄君 今、ちょうど“ロクモン“電車
が上田駅に入って来ました～
真田丸のテーマが流れていま
した♪大久保君おめでとう！ 

山田 豊君 魔の大型連休も終りホッとし
ています。連休は店も暇です。 

柄澤 堯君 記念講演会日程決まりました。
開催に向けてご協力お願いし
ます。 

肥田野秀知君 笠原 一洋君 

西澤 尚夫君 斉藤惠理子君 
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入会式 
～大久保昌宏君 ようこそ～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本生命相互会社 上田中央営業部 
営業部長 大久保 昌宏君 

前任者 鹿志村恭彦君からバトンタッチ
され当クラブへ入会。 
出身地は北海道、大学卒業まで地元北海
道で過ごし、日本生命入社時に上京し、
この３月末から上田へ赴任されました。 
北海道、東京、長野とオリンピック開催
地にご縁があるようです。 
年齢は 31 歳。奥様とお子様１人、この８
月に第２子誕生予定です。 
どうぞよろしくお願いします！！ 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
20周年記念講演概要説明 

 
20 周年記念事業副実行委員長 

柄澤 堯君 
 
 
 
 
 
 

入場無料 

【要申込】 

 平成年月日（日） ～ 

 

「共感社会の由来と未来」 

～ゴリラの社会から考える～ 

京都大学総長 山極 壽一氏 

平成29年6月25日(日) 

開場 15:00 

開演 15:30 

会場 上田文化会館 ホール 

 

 

詳細については企画委員会で検討、随時ご
報告いたします。 
会員の皆様のご協力をよろしくお願いいた
します。 


